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今月のトピックス 

植物工場の実証状況について 

 

植物工場とは「環境及び生育のモニタリングを基礎として、高度な環境制御を行うこと

により野菜等の植物の周年・計画生産が可能な施設栽培」と定義されている。また、植物

工場は施設内で植物の生育に必要な環境を、ＬＥＤ照明や空調、養液供給等により人工的

に制御し、季節を問わず連続的に１年中生産できるシステムであり、従来からの施設栽培

をさらに高度化した施設に位置付けられている。一般的に土壌を利用しないことから土地

を選ばす、より安定的で高い生産性を実現していることが特徴であり、光源の種類から太

陽光を利用しない完全人工光型と太陽光を主に利用する太陽光型に分類される。 

植物工場は施設の設置・運営コストが莫大であり、植物工場に特化した技術（環境制御

技術、制御環境下での栽培技術）を持つ人材が不足している等の理由でモデルとなる施設

が存在していなかった。そのような状況を打破するため、平成２１年度に開始された農林

水産省のモデルハウス型植物工場実証・展示・研修事業により、３年後を目途に生産現場

に提示できる植物工場の実用化モデルを確立するため、全国で６カ所の拠点が整備された。

また、これらの拠点は、民間事業者等のグループ化及びグループ間の競争的な技術実証・

展示による生産コストの削減、最新技術のモデル展示による植物工場の普及・推進、研修

による技術の普及・人材の育成を目指している。 

グループ１の「イチゴ、トマト等の夏季高温抑制、低炭素、省力化技術実証」では、農

研機構野菜茶業研究所（茨城県つくば市）が太陽光によるトマト、パプリカ、キュウリの

研究を行い、農研機構九州沖縄農業研究センター（福岡県久留米市）が太陽光と完全人工

光によるイチゴ、レタス、スプラウトの研究を行い、三重県農業研究所（三重県松阪市）

が太陽光によるトマト、イチゴの研究を行っている。 

グループ２の「トマト、レタスの高単収・低コスト生産技術実証」では、千葉大学（千

葉県柏市）が太陽光と完全人工光によるトマト、レタスの研究をしている。 

グループ３の「食物工場適正品種の選抜、対象品目拡大実証」では、愛媛大学（愛媛県

宇和島市）が太陽光によるトマト、キュウリ、葉菜類の研究を行い、大阪府立大（大阪府

堺市）が完全人工光による緑化植物（コケ）、アイスプラント、レタス、ハーブの研究を

行っている。 

つくば実証拠点では４つのコンソーシアムが設置されており、そのうち２つのコンソー

シアムは、タキイ種苗（株）がリーダー機関となりトマトの栽培がおこなわれている。中

～長期の多段栽培では、ロックウールを利用した養液栽培により統合環境制御下における

トマト各品種の生産性を実証している。また、ユビキタス環境制御システム(UECS)による

統合環境制御と高度情報利用、ヒートポンプや太陽エネルギー蓄熱利用システム、静電防

除などの新技術の実証も併せて行われている。極早生品種を利用したトマト低段密植周年

多回転栽培では、細霧システムやＣＯ2 施用などの統合環境制御下で、培地を使わないＮ

ＦＴ栽培で３段果房で摘心する栽培を年間３～４回繰り返す方式を実証している。 

残りのコンソーシアムでは、カネコ種苗（株）がリーダー機関となり、パプリカ、キュ

ウリの実証が行われている。パプリカでは、ハイワイヤー誘引による長期間の栽培実証を

行い、ロックウール栽培と統合環境制御による周年多収生産、物理的病害虫防除法(静電
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場利用等)等の体系化を目指している。キュウリでは、無培地循環噴霧方式の養液栽培で、

肥料成分の量管理法によりキュウリの草勢制御・減肥料生産を実証するとともに、短期省

力生産(年間約３～４作)、多収のための統合環境制御、省力的誘引具、加工適性の高い

キュウリ新系統の生産性の実証等も行っている。キュウリの多回転栽培では、摘心栽培

（主枝２０節で摘心、側枝第２節で摘心）により７～１０月の夏季作型において、土耕栽

培の平均収量とされる５t/10a を大幅に上回る１２．５t/10a を達成している。 

千葉大学拠点の太陽光型植物工場では、トマトの高効率・多収生産により生産コストを

３０％以上縮減することを目標にした５つのコンソーシアムが設置されている。トマトの

長期多段栽培では２つのコンソーシアムが設置され、（株）誠和がリーダーを務めるコン

ソーシアムでは、オランダ型のロックウールハイワイヤーシステムで、日本の気象環境等

に適合した統合環境制御システムを確立することにより光合成速度を高め、オランダ品種

を用いて世界レベルの５０t/10a 以上の収量を目指している。また、イワタニアグリグ

リーン（株）がリーダーを務めるコンソーシアムでは、スプレイポニック（カネコ種苗）

を用い長期多段栽培を行い、通常の倍程度の栽植密度で適切な成長制御を実施することに

より、好適ＬＡＩを維持して収量５０t/10a を目指している。 

トマトの低段密植栽培では３つのコンソーシアムが設置され、ＪＡ全農がリーダーを務

めるコンソーシアムでは、既存施設でも導入可能であり、周年生産・出荷が出来、労働負

荷が周年的に平準化されるため雇用中心の経営との相性が良い、１段密植栽培を行ってい

る。栽培システムは改良型ＮＦＴであり、年４作行い、株間１０㎝、ベッド間隔１ｍとし

ている。ＭＫＶドリーム（株）がリーダーを務めるコンソーシアムでも自社の閉鎖型苗生

産システムとの相性が良い 1 段密植栽培を採用し、４０t/10a 以上の高収量を目指してい

る。また、栽培ベンチを移動させ、通路の無駄をなくして生産性を向上させ、最終的には

収量５０t/10a の可能性も検討している。（株）大仙がリーダーを務めるコンソーシアム

では、Ｄトレイによる三段密植栽培を実証・展示しており、２５０ml の少量培地の特性

を生かした給液システム、排液循環システム等を実証している。 

拠点の実証・展示が本格的に稼働し始めたのは、平成２３年夏以降であることから、最

終的な結論は出ていないとのことであるが、長期多段栽培の（株）誠和のコンソーシアム

では目標の年間収量 50t/10a に近い収量が得られる見込みとなっている。いずれの方式で

も経営的に黒字化が可能なレベルでの生産が実現できており、新たな環境制御技術等の開

発につながる種々の成果が得られている。 

課題としては、いずれのシステムにおいても病害虫発生を回避することが極めて重要で

あり、そのための栽培管理者（エキスパート）の役割が重要となり、管理者の力量により

生産性が大きく変動するとのことである。また、いずれの栽培様式でも夏期の高温対策が

重要であるが、低段密植栽培では生産性の向上のために特に重要度が高く、効果的な対策

が必要となる。 

いずれの拠点も、最新技術のモデル展示による植物工場の普及・推進、研修による技術

の普及、人材の育成を目標としているため、施設が一般公開（視察日は指定されており予

約等は必要）されている。また、詳しい取組状況についてはネット上でも公開されており、

様々な機会を通して報告される実証成果については、最新の栽培システム以外にも環境制

御技術等、既存の施設栽培にも応用可能な栽培技術も含まれることから、今後も注目して

いきたい。 
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               気 象 概 況  
 

１ これまでの気象経過 

 ◆７月下旬～８月中旬の概要   

：岐阜地方気象台農業気象速報 

７月下旬は、旬のはじめ南からの湿った

空気や気圧の谷の影響で雨や曇りとなった

がその後は太平洋高気圧に覆われて概ね晴

れとなった。平均気温は岐阜では平年並と

なり、高山では高くなった。降水量は岐阜

では少なく、高山では平年並でした。日照

時間は岐阜、高山ともに平年並となった。 

８月上旬は、高気圧に覆われて晴れの日

が多くなったが、中頃は湿った空気が流れ込

んで大気の状態が不安定となり、大雨となっ

た所があった。特に、6 日は所々で非常に激

しい雨が降った。平均気温は岐阜、高山と

もに平年並で、降水量は岐阜では平年並と

なり、高山では少なくなった。日照時間は

岐阜、高山ともに多くなった。 

８月中旬は、太平洋高気圧に覆われて晴

れた日もあったが、大気の状態が不安定と

なり大雨となった日もあった。 

平均気温は岐阜、高山ともに平年並で、降

水量は岐阜では多くなり、高山ではかなり

多くなった。日照時間は岐阜、高山ともに

平年並だった。 

 

２ 今後の気象予測 

 ◆東海地方１か月予想：名古屋地方気象台８月２４日発表 

    太平洋高気圧に覆われて、平年と同様に晴れの日が多い見込み。期間の前半を中心に

残暑が厳しい見込み。 

 

【１ヶ月予報（８月２５日～９月２４日）まで】  ＜名古屋地方気象台＞ 

8/25～8/31 高気圧に覆われて概ね晴れる見込み。 

9/1～9/7 太平洋高気圧に覆われて、平年と同様に晴れの日が多い見込み。 

9/8～9/21 低気圧と高気圧が交互に通り、天気は数日の周期で変わる見込み。 
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農 作 業 管 理 

１ 水 稲 

(1)生育状況 

 お盆を過ぎると早期植ハツシモの出穂が始まり、残るは普通期植ハツシモとなる。４月

に移植された早期植あきたこまちの収穫は既に始まっており、今後収穫されてる早生品種

に例年発生する白未熟被害の程度が気になるところである。今年は、昼間高温でも朝晩涼

しい日があったため、早期植あきたこまちの一部では１等に格付けされているものもある。

その他の早生品種にも白未熟被害が少ないことを祈るばかりである。 

生育については、草丈の推移は平年並で、茎数は、平坦地の早植コシヒカリでやや少な

めで推移したものの、最終的には概ね平年並の穂数が確保されており、今後大きな気象災

害などがなければ平年並の収穫量が期待される。 

  

 
図 水稲の生育状況（図中の▲は各地域の試験場データ） 
  左上：早期あきたこまち、右上：平坦地域の早植コシヒカリ、 

左下：中山間地域のコシヒカリ、右下：平坦地域のハツシモ 
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(2)適期収穫 ～積算温度のみに頼らず的確に収穫を開始する～ 

 帯緑籾割合が５～１０％程度で確実に収

穫・乾燥調製された米は、胴割れも少なく、

玄米特有のツヤを有し、良効な外観品質を

保つことが出来る。 

 近年気になるのは、７月後半以降にヒエ

が発生していることである。野放図に生育

することから大きな株となり、防除もされ

ず（できないために）、翌年以降の種子を

多量に落とし、益々増えていく構図となっている。株も大きく、量も多いと、収穫時にコ

ンバインの刃を摩耗させ、こぎ胴のドラムを詰まらせる。今年度の圃場を見ておき、次年

度は収穫前の種子を稔実させる前に除去することが重要である。間に合うならば、今年の

圃場から減量させておく。 

 

(3)潅水 

 ９月末近くになると用水の水が止められる地域もある。早期落水による大型収穫作業機

の作業性を確保することも理解できるが、早過ぎる落水は米の品質低下にも影響する。圃

場が乾いてしまい天水だのみの状況で雨が降らず、止葉が黄化してしまう事態とならない

ように、用水の水が来なくなる前に必ず通水（或いは湛水）をして土壌水分を維持してお

く。 

 

(4)防除 

 昨年はハツシモの出穂期～開花期にかけて台風

が接近した。直接暴風雨を受けることがなかった

ものの、強風で籾に傷が付き、場合によっては雑

菌が侵入し、不稔や登熟障害等を受けた。同じ徹

を踏まないためにも、気象情報に気を配り、出穂

期前後に風雨の被害を受ける危険があれば、薬剤

による予防ができる準備が必要である。 

 

 

２ 大 豆 

(1)初期生育の管理 

 梅雨明け以降に播種された大豆は、やや干ばつ気味の圃場条件が影響して生育量がやや

少ない。特に、中耕培土が未実施であると、根量の増加も少なく抑制気味の生育となって

いる。一方、６月下旬～７月上旬にかけて播種され、中耕培土も実施された圃場では畦間

を大豆が覆っており、十分な生育量が確保されている。今後、６月下旬に播種された平坦

地フクユタカは開花期を迎え、順次進んでいくが、開花期以降の大豆の水要求量は大きい

ため、開花し始めた大豆に培土すると根が切断されて十分な吸水ができず、干ばつ害を助

長しかねない。速やかに培土を実施して不足する生育量を確保する。 
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(2)潅水 ～開花後の水要求量は高い～ 

 根粒は大豆より水分不足に弱く、特に開花期以降に水分不足になると窒素固定能力が大

きく低下する。開花期以降乾燥が続く場合は、開花期の畝間かん水が効果的である。補助

暗渠が施工されていると排水対策たけでなく、潅水時にすみやかな給水が可能となる。た

だし、水が長く停滞すると逆効果になるので、１０a 当たり２時間以内の滞水を目途に行

う。 

 

 

３ 野 菜 

(1)気象に留意した野菜の栽培管理対策 

９月に入り、施設野菜ではきゅうりの抑制栽培から収穫出荷が始まり、トマトでは１０

月からの収穫に向けた株養成が、イチゴの土耕栽培では花芽分化を確認しながら定植とな

る。露地栽培の夏秋野菜では収穫終盤を迎えるものが多くなるが、ブロッコリーやキャベ

ツ、玉ねぎなど秋冬及び春野菜では株養成や育苗、植え付けの時期となる。  

７月下旬以降、８月中旬を除き、高温乾燥傾向が続いていることから、高温障害等によ

る生育への影響が懸念されている。９月以降も残暑が続く予報となっていることから、特

に植え付け時期を迎える露地野菜等を中心に万全の管理を行いたい。 

また、９月は高温、長雨・日照不足等、気象変化の激しい月であり、例年、台風の接近

や上陸が最も問題となることから、適切な事前、事後対策を実施する。 

 

(2)イチゴ 

９月は、花芽分化と本ぽへの定植及び活着、根張りと生育の確保等、長期に安定した  

生産・出荷を支える重要な作業が集中する。残暑厳しい中での作業となるため、体調管理

にも十分に注意する。  

①育 苗 

花芽の誘因や定植に向けた準備・調整に努める。 

残暑が厳しいと予想されているため、潅水管理には十分注意する。定植前の最終の葉

欠きを急ぐとともに、病害虫等を持ち込まないよう、高温には十分に注意して徹底した

防除を実施する。 

苗の不足が懸念される場合は、各地域の指導機関と連絡・連携を密にし、まずは地域

内の苗の過不足を調整し、余剰があれば地域外への苗の充足にも協力願いたい。  

ア 潅 水  

炭疽病は、高温多湿条件で発生が助長される。特に夕方から夜間は湿度を上げない

よう、夕方にはポット表面が乾く程度の灌水にする。また、潅水ムラに注意する。 

「濃姫」においては、苗を極端に萎れさせると萎黄病に感染しやすくなるため、潅

水には特に注意する。  

萎れさせない程度で尐しずつ潅水量を減らして定植に備える。 

イ 遮 光  

残暑が厳しく高温傾向であれば、花芽分化のための“西日遮光”は有効である。午

後以降にハウス西側の遮光を強めて分化を促す。ただし、遮光程度が強すぎたり天気

が不順な場合は、苗が軟弱徒長となり炭疽病を誘発するので十分に注意する。  
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ウ 病害虫防除  

うどんこ病、炭疽病、萎黄病を本ぽに持ち込まないように徹底して防除しておく。

早期発見・早期防除に努め、発病株は発見次第除去する。育苗時にのみ使用できる農

薬を効率よく利用し防除に努める。 

また、育苗施設周辺の雑草は炭疽病の感染源となる可能性があることから、除草を

撤底する。アブラムシ、ハダニ、ホコリダニ、コナジラミ等についても本ぽに持ち込

まないように防除する。  

②本 ぽ 

ア 本ぽ準備  

土壌診断に基づいた適正な施肥を心掛け、最近の高温傾向からやや初期の肥効が緩

やかな肥料の利用や施肥量の削減を検討する。天候に留意しながら、花芽分化確認後

は早急に定植できるよう態勢を整えておく。  

イ 定 植  

原則であるが必ず花芽分化を確認してから定植する。定植時に乾燥していないよう

に、定植前日迄には、苗に十分な潅水を実施すると共に本ぽへも潅水して早期に活着

するよう努める。 

強い日差しや地温の上昇を抑制するため遮光資材を展張する。また、ポット用土や

根が乾かないよう速やかに定植する。万一、ポット用土や畝が乾くようであれば潅水

しておく。 

定植時の苗の生育は濃姫では、葉数４～５枚、クラウン径１０ｍｍ程度、草丈１５

～２０ｃｍとする。美濃娘では葉数５～６枚、クラウン径１０～１２ｍｍ程度、草丈

１５～２０ｃｍとする。「美濃娘」は花房当たりの花数が尐ないので、光合成を促進

し、花数を増やす目的で、「濃姫」より多くの葉をつけて定植する。 

また、腋花房の分化確認用の株を植えておくようにする。  

ウ 根張りを良くする管理 

定植後に、初生根(一次根)を多く、深く伸長させるために次のような管理を進める。  

・植穴を掘り、定植予定日の前々日に植穴に潅水する。  

・葉の付け根あたりが畝の表面と同じ深さになるよう定植する。こうすることによ

り、葉の付け根から発生する初生根(一次根)が発根しやすくなる。  

・定植後は、速やかに活着させるため一度は手潅水を行い、ポットの根鉢と畝土壌

が良くなじむようにする。ホースの先は布等で覆い、水の勢いを殺して泥が跳ね

上がらないようにする。  

・畝全体を湿らすよう細かな潅水を行い、いちご株周辺の気温の上昇を抑制する。

また、地際部を常時湿った状態にし発根を促すため、少量多回数の潅水とする。  

エ 生育促進  

光合成を促進し、根張りや花芽の生育を促進するために次のことに留意する。  

・葉面積を減らさないために、摘葉をしない。  

・株に十分光を当てるため、定植時の遮光資材は活着後早目に取り除くが、腋花房

分化を促進させる場合は、次項オで後述する遮光方法を応用する。  

オ 腋花房分化促進  

ここ数年、腋花房分化が遅れ、収穫の中休みが大きくなっている。原因として、基

肥窒素量と定植後の高温が考えられる。基肥窒素量については、土壌診断等に基づき
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施用量を考えるとともに、前年に中休みがあった場合は、基肥窒素量を減らす。また、

定植後１週間は前述ウのような十分な潅水を行うが、窒素肥料の吸収を抑えるために

それ以降は乾き気味の管理とする。 

定植後の高温を避けるために、定植後から腋花房分化まで寒冷紗等で遮光し、ハウ

ス内の昇温を抑制する。この場合、徒長することによる病害発生も懸念されるため、

健苗を定植するとともに、病害の発生に注意して管理する。 

 

(3)トマト・キュウリ等の施設野菜  

防虫ネットの利用や定期的な防除により、トマト黄化葉巻病やキュウリ黄化えそ病の原

因となるコナジラミ類やアザミウマ類の侵入・増加を防ぐ。 

９月は残暑が厳しいと予想されているため、ハウス内温度等の環境管理に努め、肥培管

理によって草勢管理を徹底する。 

 

(4)ホウレンソウ（高冷地） 

①秋期の品種選択 

 ９月上旬は最高気温が３０℃を超えることも多く、盛夏期と変わらない気温となるが

下旬以降は急激に気温も低下し１０℃を下回る日も現れる等、気温変化の激しい月とな

る。そのため、気象変化を予測した品種選択が重要となる。また、気温は生育適温とな

るが日照不足となることが多く、生育の早い品種は徒長気味の生育となり収量が低下し

やすい時期でもある。加えて近年はべと病耐病性品種の導入が進んでいることから品種

数も増加し、地域における生育特性が十分確認されていない場合も考えられることから、

品種選択は慎重に行い、評価の定まった品種を中心に計画的な播種を行うように心掛け

る。 

②病害虫防除 

  ア べと病 

曇天や降雨が続く秋雨期は、分生子の発芽適温８～１８℃（高山市内：９／下～ 

１１／上）となることが多く、湿度も高く推移することから注意が必要である。特に

県内夏秋産地においてもレース７抵抗性品種の発病が問題となっていることから特に

注意が必要となる。子葉展開から本葉第１～２葉展開時までに感染しやすく、発病後

では被害は抑えられないことから、初期からの予防防除が重要となる。特に秋期は生

育日数も長くなり粒剤の効果が低下しやすいことから生育後半にも予防防除が必要と

なる。 

また、夜間の多湿条件は発病を助長することから夕方の潅水は避け、合わせてこま

めな換気によりハウス内湿度を下げる等の耕種的防除も実施する。 

イ ホウレンソウケナガコナダニ  

  比較的低温で多湿条件を好み春と秋に発生が多くなり、発生適温は１０～２０℃

（高山市内：９／中～１０／下）とされる。未熟な有機物やほうれんそうの残さ等の

未分解有機物を餌として増殖し、ほ場の乾燥に伴い湿度のある新芽に移り食害を行う

と考えられる。特に低温期は有機質肥料の施用は避け、薬剤散布はコナダニに薬液が

かかるよう丁寧に行うように心掛ける。また、土壌の乾燥により被害が増加する傾向

にあることから、生育期間中の土壌水分を下げすぎないように注意する。 
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(5)トマト（高冷地） 

 ①摘心前後からの施肥、潅水管理 

  ア 施肥 

   収穫開始後は着果負担も徐々に解消することから、摘心前の早い時期から施肥量を

減らすことや窒素成分量の低い追肥資材に切り替えるように心掛ける。特に収穫期後

半に樹勢が強く、脇芽の発生が旺盛となりやすいほ場については、果実品質の低下に

つながることから特に注意が必要であり、収穫開始期頃からの早めの調節がポイント

となる。一方では、極端な樹勢低下により、灰色かび病の蔓延が問題となる例も見ら

れることから、地力や着果量に応じて施肥量を調節し適正な樹勢を維持することも重

要となる。 

  イ 潅水 

   上位花房の果実肥大促進を図るために摘心以降も極端に潅水量を減らすことは避け、

あくまで日射量や外気温に合わせて潅水量を徐々に減らすように心掛ける。基本的に

は収穫終了直前まで一定の土壌水分を維持するイメージを持つことが重要であるが、

今年は９月以降も残暑が予想されることから、土壌水分が不足しないように注意が必

要である。また、秋雨期は気温低下と日照不足により灰色かび病や葉かび病等の病害

発生の危険性も高まるため、通路等は乾燥状態を保ち、過湿状態とならないように注

意する。 

 ②病害対策 

  ア 葉かび病 

   葉かび病抵抗性品種の導入は進んでいるが、「桃太郎８」栽培圃場については発病

前からの予防剤による定期防除が基本となる。発病確認後は速やかに治療剤に切り替

え、病気の蔓延を防ぐ必要がある。ただし、治療剤については耐性菌の発生を避ける

ため、同一系統薬剤の連用は避け、年１回程度の使用に留めることも産地全体として

耐性菌を発生させないための取り組みとして必要である。また、発生源を取り除くた

めに下葉の摘葉を合わせて行うことも効果的である。 

イ 灰色かび病 

   全体的に乾燥傾向の天候が続いているが、葉先枯れ症発生部位を中心に、発病が目

立つほ場も見られる。発病後は薬剤による防除のみでは十分な効果が得られないこと

が多いことから、寄生増殖しやすい葉先枯れ症や花弁等の枯死部分を撤底して取り除

くことが効果的であり、病害発生部位の放置はゴーストスポット発生にもつながるこ

とから禁物である。また、ハウス内の湿度を下げるため、下葉の摘葉を行い通気性の

改善を図り、潅水量については、早朝、葉露が発生しない程度の量に止め、ほ場内を

乾燥状態に保つように心掛ける。薬剤防除については治療剤の連用は葉かび病同様に

禁物である。 

ウ 疫病 

   灰色かび病同様に２０℃前後の低温・多湿条件での発生が多く、排水不良や窒素過

多はさらに発生を助長する。ハウス入り口等の雨に当たりやすい部分から発生するこ

とが多く、短期間でハウス全体に蔓延する恐れがあるため、発生後は徹底した病葉の

摘徐と治療効果のある薬剤防除を集中的に行う。また、梅雨期間中に発生が見られた

圃場では特に注意が必要である。 
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(6)夏秋ナス 

今年は、春先の低温傾向で出遅れた産地が多くなったが、６月以降、高温乾燥傾向で推

移したことから、前年を上回る出荷量で推移している。また、早くからタバコガ、オオタ

バコガの食害も目立ち、今後はハダニ、ホコリダニ、ハスモンヨトウの被害も増えてくる。 

９月は厳しい残暑が予想されることから、葉かきや肥培管理、潅水管理を徹底して９月中

下旬～１０月でも収穫量を上げられるよう頑張りたい。併せて台風襲来や中山間地域では

急な気温低下にも注意したい。  

①ほ場環境の整備  

ナスの根は弱く、数時間の湛水でも影響が出る。特に高温期の湛水は致命的である。

草勢の回復に重要なのは、根の回復と更新である。 

ほ場内の排水性の改善を常に図りながら、いつも新鮮な水が供給できる（潅水でき

る）よう努める。  

②潅水管理  

残暑が厳しくなると予想されるため、潅水不足には十分に注意する。また、畝内の水

分が安定すれば地温は安定し、項調な根の更新と再生・回復が促され十分な草勢が確保

される。常に、根の周辺には新鮮な水が供給できるよう努めて、根の活性を高めておく

よう心掛ける。 

③根の更新と再生  

８月の出荷ピーク等により成り疲れや草勢低下がみられる。 

今一度、潅水管理の徹底や液肥施用等、根の活性向上や再生を促す。根が更新・再生

され、適切な水管理により地温が確保されれば、後半十分な収穫量の確保が可能となる。  

④肥培管理  

草勢と着果の状況によるが、９月一杯は追肥管理を実施する。 

成り疲れが発生したり、根の活性が低下している場合は、やや濃い目の窒素主体の液

肥等の葉面散布をこまめに実施し、高い草勢管理に努める。  

⑤側枝の管理  

これまでは、“１側枝１果取り”を基本として剪定を実施した。今後は、気温等の低

下により側枝の伸長にも時間が要するようになるため、部位にこだわらず伸びつつある

側枝を大事にして収穫量を確保するようにする。  

⑥葉欠き  

葉欠きを徹底し、株内に万遍なく光が入るよう努める。  

⑦病害虫の管理  

～病 害～  

・うどんこ病の発生に注意する。ほ場巡回により初発の防除を心掛ける。  

・花がらでの灰色かび病の発生に注意する。  

・褐色腐敗病の発生に注意する。強い風雨の後は特に注意が必要である。泥等の跳ね

返り対策を実施する。  

～虫 害～  

・ハスモンヨトウ、オオタバコガの食害に注意して防除を実施する。  

・高温傾向であれば、ハダニ・ホコリダニにも注意して防除する。  

⑧次年度対策  

出来る限り３～５年以上作付け間隔のあるほ場を確保する。今年、半身萎凋病が発生



- 11 - 

 

したほ場は、水田等に戻し湛水処理を実施する。 

次年度の育苗資材、パイプ等の資材消毒を行う。  

発生しやすい病害を確認し、台木の選定を見直す。  

収穫量や収穫パターンを整理し、部会等での反省会を実施する。  

⑨台風への備え  

台風が襲来する場合は、防風ネットや支柱の強度の確認、主枝の誘因の強化、収穫果

の取り込み等行う。強い風雨の後は、防除と葉面散布にて病害虫の抑制と草勢回復を図

る。 

 

(7)サトイモ  

今年は、７月中旬以降、高温乾燥傾向が続いていることから、生育が抑制されるいるほ

場が目立つ状況にある。９月以降も厳しい残暑が予想されているため極端な葉焼けなどに

注意して、必要があれば潅水を実施する。 

孫イモの着生・肥大が進んだら、極端な水切れや乾燥させないよう管理する。 

また、アブラムシ、ハスモンヨトウの発生にも注意し防除を実施する。  

①マルチ栽培  

項調に生育させるため、水管理には注意する。乾き過ぎないように必要なら畝間潅水

を実施する。また、台風や長雨等で湛水しないよう排水にも注意する。  

②培土栽培  

８月の３回目の培土も終了し、今後はイモの肥大に向けた肥培管理を実施する。 

丸いも率向上のためにも“孫いも”の着生・肥大促進が最も重要になるため、今月中

旬頃、イモの発生状況を観察しながら追肥を実施する。必要なら畝間潅水も行う。  

③害 虫 

アブラムシの発生が多く見られる。未展開の芯葉への寄生は今後の成長に影響がある

ので注意し防除を実施する。  

④次年度に向けて  

次年度に向けて、良質な“種いも”の確保を行う。 ほ場内にて、ウイルス症状や生

育障害等のあるものは予め除外しておく（選ばないように目印等する）。 

丸イモ率の向上には、八名丸の特徴である“蓮葉系（はすばけい）”を選び統一する

ことが必要である。 

 

(8)その他野菜 

①たまねぎ  

２４年産の作付けに向けて、播種作業がスタートする。最近では、加工・業務需要の

増加により、県内でも作付けを導入する営農組合が出始めた。 

９月は厳しい残暑が予想されているため、播種作業や発芽時には、遮光ネット等を活

用し、十分な暑熱対策を行う。今後は、台風シーズンを迎えるため、畝を高くするか、

排水を確認する、場合によっては播き直すなど迅速な対処を行う。  

ア 播種床の整備 

８月に準備した苗床用地に、幅約９０ｃｍ、高さ約２５ｃｍ程度の平畝を作る。苗

の立枯れ病予防や雑草対策等を実施する。 
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イ 播 種 

極早生品種 ：９月上旬～中旬 、「貴錦」「浜育」 

青切早生品種：９月中旬、「七宝早生７号」「ソニック」 

貯蔵性品種 ：９月中旬～下旬 「七宝甘７０」「さつき」 

条間約６cmで１cm間隔で播種する。播種後は、種子が隠れる程度に薄く覆土を行う。

たっぷり潅水し、寒冷紗かきざみワラで被覆する。  

ウ 播種後の管理  

播種後、約１０日前後で発芽し始める。発芽開始後は、早目に寒冷紗等は取り外し

徒長を防ぐ。 

乾かさないように潅水するが、過湿にならないように排水に注意する。  

苗が５ｃｍ程になったら２ｃｍ間隔で間引きを行う。最終的には、茎太約８ｍｍ程

度の苗を目指す。  

②か ぶ  

・令涼な気候を好み、１５℃～２０℃で良く生育する。  

・高温で発芽、生育、根部の肥大が劣るため、播種期には注意する。  

・品種や収穫時期に合わせて項次播種するが、湛水等による被害や発芽不良等が出た

場合は、直ちに再播種を実施する。  

・約４～６℃でも茎葉の展開や伸長が見られ、露地栽培で９月下旬の播種で年内の収

穫が可能となる。  

・１０月以降の播種では、１１月下旬以降にトンネル被覆等を必要とし、２～３月以

降の出荷となる。 

・防虫ネット等を活用して害虫対策とする。  

③はくさい  

・８月から項次、播種が始まっている。  

・株間３０～４０ｃｍで播種し、発芽後間引きする。  

・ほ場は滞水しないよう排水には注意する。  

・発芽直後は、ネキリムシ、育苗期はハスモンヨトウ等の食害に注意する。  

・播種後、２０日程度(本葉５枚程度)の頃に、追肥を実施する。  

 

④キャベツ  

・９月中・下旬から播種を行う。  

・耐寒性に優れ抽台しにくい品種を選択する。  

・苗床で育苗する場合は、土壌病害のない排水良好で肥沃なほ場を選ぶ。  

・幅１００～１２０ｃｍ、高さ１０ｃｍ程度の苗床を作成し、条間１２ｃｍ程の溝に

播種する。播種前後は十分な潅水を実施しその後小トンネルで保温する。トンネル

内は温度管理に十分注意する。  

・ポット育苗の場合は、育苗箱に播種して移植するか、ポットに直播きとする。用土

は、播種用の専用培土を購入するのが好ましい。  

⑤にんにく  

・９月は植え付けに向けた土作りや畝立てを行う。  

・ユリ科の多年草で、土質は選ばないが肥沃で深い耕土を好む。  
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・完熟堆肥を１０ａ当たり約２ｔ施用し深耕する。  

・作付け期間が長いため、１０ａ当たり緩効性の有機化成等で窒素量１０～１５ｋｇ

程度施用する。  

・苦土石灰でｐＨ６～６．５程度に調整し、りん酸も十分に施用する。  

・幅１５０ｃｍ、高さ２０ｃｍ程度の畝を作成し、植え付け面は約１００ｃｍとする。  

・植え付け床には十分な潅水を行い、やや表面が乾いたら黒マルチで被覆しておく。  

・植え付けには、７ｇ程度の大きな種球を利用すると収量が安定する。  

・必要に応じて鱗片消毒を実施し、下旬頃から条間２５ｃｍ、株間１５～２０ｃｍ程

度で植え付けを開始する。  

・春先、とう立ちしたあと、その花茎を“にんにくの芽”と称して販売する場合は、

使用する農薬は「野菜類」の適用に限られるので十分注意する。  

⑥ブロッコリー  

・岐阜市、大垣市、郡上市、恵那市等で営農組合等を中心に作付けが始まっている。 

・計画的にほ場の準備を進めて、苗が老化しないよう項次、定植を進める。  

・定植前や定植時の除草剤散布や粒剤施用を行い、雑草や病害虫対策を行う。  

・定植前の苗の潅水管理を徹底し、極端に萎れさせたり枯死しないよう努める。  

・定植時、株養成期は厳しい残暑のなか、極端な高温と乾燥もあるため、ほ場への注

水に心がけるとともに、マルチを利用する場合は熱風（マルチ穴から出る）対策を

徹底する。 

⑦アスパラガス  

・厳しい残暑が予想されるため、潅水不足には注意する。  

・次年度の栽培も見据えた株養成も心掛け、草勢等により収穫の打ち切りも検討して

おく。  

・適切な肥培管理により草勢の維持と株養成を図る。  

⑧その他の秋収穫の野菜類  

・９月は、台風や長雨等に注意し、必ず排水対策を実施する。  

・品目の生育ステージに合わせて、肥培管理を実施する。  

・病害虫も多く、べと病やうどんこ病、灰色かび病に注意する。ハスモンヨトウ等の

食害が発生するので、定期的な防除とともに防虫ネット等の利用も検討する。 

 

 

 

 

 

４ 果 樹 

(1)生育（表１～５、図１～８） 

県内の果樹は平年に比べナシ「幸水」で６日、モモ「白鳳」で２日程度遅く収穫が始ま

った。幸水は肥大は平年並程度、白鳳は大玉であった。糖度は平年並み以上あり食味は良

い。リンゴの肥大は平年より遅れているが、カキの肥大は平年並みとなっている。クリの

着毬数は平年並みかやや多く、収穫時期は昨年より早いが平年より遅いと見込まれる。９

月も高温傾向が続くと予想されるため、収穫など管理作業は計画的に行う。 
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 表１ カキの生育相（農業技術センター：岐阜市） 

品種 年度 発芽期 展葉期　 平均果重 糖度
始 盛 終 始 盛 終 (g) （ｂｒｉｘ）

早秋 2012 3/21 4/15 5/21 5/22 5/25
2011 3/11 4/8 5/24 5/25 5/29 10/4 10/4 10/11 261 16.5
平年 3/16 4/6 5/18 5/19 5/23 9/28 10/2 10/5 238 16.1

太秋 2012 3/23 4/18 5/21 5/21 5/26
2011 3/20 4/14 5/24 5/25 5/28 10/11 10/23 10/31 342 16.8
平年 3/23 4/11 5/18 5/20 5/23 10/15 10/23 11/1 340 17.3

富有 2012 3/22 4/18 5/23 5/24 5/27
2011 3/19 4/14 5/25 5/28 5/31 11/7 11/15 11/28 275 17.1
平年 3/23 4/11 5/20 5/22 5/25 11/6 11/19 11/30 277 17.0

開花期 収穫期

 

 表２ ナシの生育相（農業技術センター：岐阜市） 

品種 年度 発芽期 展葉期　 平均果重 糖度

始 盛 終 始 盛 終 (g) （ｂｒｉｘ）
幸水 2012 3/17 4/15 4/15 4/18 4/25 8/12

2011 3/20 4/15 4/12 4/17 4/23 8/10 8/22 8/29 337 12.2

平年 3/18 4/12 4/10 4/14 4/21 8/6 8/17 8/24 362 12.6
豊水 2012 3/15 4/9 4/12 4/16 4/17

2011 3/16 4/11 4/9 4/13 4/21 9/6 9/16 9/26 463 13
平年 3/13 4/8 4/5 4/11 4/17 9/2 9/10 9/18 444 13.4

開花期 収穫期

 

 

 表３ クリの生育相（中山間農業研究所：中津川市） 

品種 年度 発芽期 展葉期　 １果重

始 盛 （ｇ）

丹沢 2012 4/10 4/30 6/18 6/13
2011 4/6 5/6 6/23 6/20 9/5 9/12 25.2
平年 3/31 4/27 6/16 6/11 8/30 9/8 25.3

筑波 2012 4/9 4/28 6/19 6/12
2011 4/3 5/4 6/24 6/18 9/22 10/6 24.8
平年 3/28 4/24 6/16 6/9 9/16 9/28 23.9

ぽろたん 2012 4/10 5/1 6/18 6/17
2011 4/7 5/6 6/23 6/23 9/14 9/18 30.4
平年 3/30 4/26 6/16 6/14 9/12 9/18 28.5

雌花
満開

雄花
満開

収穫期

 

 

 表４ モモの生育相（中山間農業研究所：飛騨市） 

品種 年度 発芽期 １果重 糖度

始 盛 終 始 終 （ｇ） (%)
白鳳 2012 4/9 4/30 5/2 5/6 8/5 8/17 341 16.0

2011 4/3 5/5 5/7 5/10 8/6 8/14 289 15.8
平年 3/26 4/26 4/29 5/4 8/3 8/13 285 15.2

昭和 2012 4/9 5/1 5/3 5/8 8/23
白桃 2011 4/3 5/6 5/8 5/11 8/18 8/29 432 16.6

平年 3/26 4/27 4/30 5/5 8/18 8/28 326 15.3

開花期 収穫期

 

 

  表５ リンゴの生育相（中山間農業研究所：飛騨市） 

品種 年度 発芽期 １果重 糖度

始 盛 終 始 終 (g) (%)
つがる 2012 4/14 5/5 5/8 5/15

2011 4/10 5/10 5/14 5/19 9/3 9/25 325 14.6
平年 4/4 5/3 5/7 5/13 9/5 9/22 355 13.7

ふじ 2012 4/15 5/4 5/8 5/14
2011 4/10 5/10 5/13 5/18 11/10 11/30 317 17.6
平年 4/5 5/3 5/7 5/12 11/10 11/29 368 15.6

開花期 収穫期
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※ 図１～４ 農業技術センター（岐阜市）調査による 

     図５～８ 中山間農業技術研究所（飛騨市）調査による 

図３ ナシ幸水肥大推移         図４ ナシ豊水肥大推移 

図５ モモ白鳳果実肥大推移（縦径）   図６ モモ白鳳果実肥大推移（側径） 

図７ リンゴふじ果実肥大推移（縦径）  図８ リンゴふじ果実肥大推移（横径） 
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(2)果樹の管理と台風対策 

①適期収穫 

成熟期が近づいたら食味を確認しながら収穫時期を判断し、適期に収穫できるように

する。特に高温の影響で着色が遅延することに伴い収穫時期が遅れ、果実が過熟となら

ないよう注意する。更に、日持ち性を良くするため、高温時の収穫は避け、収穫後の果

実温度が高くならないよう、涼しい場所で選別し出荷するよう努める。 

②台風対策 

ア 事前対策 

・主枝・亜主枝等が裂けないよう支柱等を利用し枝を補強する。特に、発生角度の狭

い枝は被害を受けやすいので、針金等を利用し結束しておく。着果量の多い枝、高

接ぎした枝は、特に注意が必要である。既に誘引等を済ましている場合でも、結束

を確認し、支柱を強固なものに変える。 

・ナシ・ブドウ等の棚は、強風により煽られやすいので、支柱やアンカーを増やして

補強しておく。また、矮化リンゴでは根が浅く倒伏しやすいので、棚への結束の確

認をしておく。 

・果実落果を防ぐため、ナシ・ブドウ等では園の周囲をネットで囲う。但し防風ネッ

トは強風を受けた場合、非常に大きな力を受けるので、十分な補強をしておく。特

に収穫時期が近づくほど、落果被害が大きくなるので対策を徹底する。 

・多雨により園内が滞水すると、根の呼吸が阻害され養水分吸収が不可能となり、地

上部の生理的活動が低下するので、明渠を設置する等、事前の排水対策を徹底して

おく。 

・収穫可能な果実はできるだけ収穫しておく。その際には農薬の使用基準（収穫前日

数）に留意する。 

イ 事後対策 

・果実や樹体が損傷を受けた場合は、まず被害程度をよく確かめ、防除・摘果・せん

定を実施する。 

・果実や葉の傷から病気が発生しやすいので、台風通過後天候が回復したら、早目に

殺菌剤を散布することも考える(ただし、ぎふクリーン農業等の基準には十分注意

する)。 

・カキでは、台風に伴う豪雨が土壌中の肥料を流亡させるため、落葉病の発生を助長

する。また、炭疽病や Pestalotiopsis 属菌による葉枯れ病が発生することがある

ので注意する。 

・傷果・軟化果等は早目に摘果する。また落葉がひどい場合は、その程度に応じて摘

果し樹体への負担を軽減することも考える。落果が多い場合、追肥量を控え、枝の

徒長や二次伸長を防ぐことも必要である。 

・倒伏した樹は、根を傷めないように注意してできるだけ早く起こし、支柱を添えて

固定する。枝裂け等は、修復可能な枝は直ちに起こし、再度裂けることのないよう

補強する(ボルト等利用)。 

・滞水した場合、外的変化が現れてからは手遅れになるので、できるだけ早くほ場の

排水対策を徹底する。 
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５ 花 き 

(1)フランネルフラワー 

①秋出荷の作型 

ア ２月から３月上旬にかけて播種され、栽培管理した株は開花が始まっている。下

葉（黄化葉等）等を取り除き、順次出荷する。 

イ ハダニ等の害虫が発生しやすい時期のため、花き類で登録のあるダニ剤を有効に

利用する。 

ウ 水切れを起こさないようかん水管理に注意する。また、底面給水の場合は、過湿

による根傷みに注意する。 

 ②春出荷の作型 

ア ７月に播種された苗は、２.５号ポットへの移植を行う。鉢土にはピートモスを

主体とする用土を用い、微量要素入りの緩効性肥料を混和する。なお、移植時は、

出来る限り根を切らないよう注意する。 

イ 移植や鉢替えなどの作業の遅れにより、生育が極端に悪くなる恐れがある。また、

開花期も遅れるため、適期作業に心がける。 

ウ 水切れを起こさないようかん水管理に注意する。 

 

【フランネルフラワー「フェアリーホワイト」の作型】  

月･旬 

作型 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

秋出荷作型 

 

春出荷作型 

 

 

 

                                         

                                                

    ○：播種  ：鉢上げ(2.5 号)   ：鉢替え ■■：出荷        

 

③親株管理 

ア 優良な親株を選定し、大鉢（７～８号）で栽培することにより、株を大きくして

種子を確保する。 

イ 親株はスペーシングにより株間を十分に確保して管理する。 

ウ 同じハウスで別の品種と混在させないよう十分に注意する。 

エ 摘心は行わず、頂花で採種するよう心がける。 

オ 柔らかい筆等で花の中心を撫でてやることにより、確実に受粉させる。 

カ 種子はプラスチック等の密閉容器に入れ、冷蔵庫で保管する。 

 

(2)かれん 

 ①鉢上げ後の管理 

ア 葉が隣の株と触れ合う程度に生育したら、切り戻しにより株張りを良くする。 

切り戻しは２回程度行う。 

  イ ４号鉢などを使用する場合は切り戻し後に鉢替えを行う。 
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  ウ 切り戻し後、葉が隣の株と触れ合ってきたら、鉢広げを行う。 

エ 最終切り戻し後にわい化剤処理を行う。 

  オ 病害虫防除を定期的に行う。特に、アブラムシ、コナジラミ、ヨトウムシ、うど

んこ病に注意する。 

 ②出荷 

  ア 花が数輪開花した状態で出荷する。 

  イ 出荷時には、指定のラベルを使用して出荷する。 

 

【かれんの栽培体系】  

月･旬 

作型 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

 

１１月出荷作型 

 

 

 

    ○：挿し芽 ：鉢上げ(2.5 号)   ：鉢替え ■■：出荷  

    

(3)サルビア  フェニックス 

①秋出荷作型 

  先月中旬頃に３．５号鉢に鉢上げを行っており、今月末から１０月の出荷に向

けて管理を行う。  

  ア 鉢上げの１～２週間後にピンチ（１回目）を行う。  

  イ  １回目のピンチ後２週間後をめどに伸長した分枝をピンチ（２回目）する。  

  ウ 水切れ、肥料切れに注意して管理を行い、適宜、追肥を行う。最終ピンチ

後は特に養分・水分を必要とする。気温が高い時期なので注意を払う。最終

ピンチ後、花穂が形成されたら開花前に出荷を行う。 

 

【サルビア フェニックスの栽培体系】  

月･旬 

作型 

５ ６ ７ ８ ９ １０ 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

 

秋出荷作型 

（１０月） 

 

 

 

    ：挿し穂  ：鉢上げ(3.5 号)   ：ピンチ ■■：出荷  
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６ 畜 産 

(1)飼料作物 

 ①牧 草 

  イタリアンライグラスを作付するほ場においては、次年作の準備を行う。 

  ア 肥培管理 

   土づくりと品質向上のため土壌分析を行い、堆肥・石灰資材・苦土資材等を適正量

施用する。 

  イ 品種選定 

   県の奨励品種（表１）の中から利用目的に応じて、サイレージ用には中晩成種、乾

草・ヘイレージ用には早生種、トウモロコシ前作用には早生種を選定する。また、栽

培場所に応じて、水田裏・転作用には早生種、飼料畑・河川敷草地用には晩成種を選

定する。 

 

表１ 岐阜県飼料作物奨励品種の特性（イタリアンライグラス） 

（「岐阜県飼料作物奨励品種栽培の手引」岐阜県畜産課（平成２４年３月）より） 

品種名 早晩生 品種の特性 播種時期 播種量 

kg/10a 

ﾀﾁﾜｾ 早生 短期間の生育で多収量。直立型で葉が上向きのｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾘｰﾌ

型。倒伏に強く、茎葉が細いため乾きやすい。長大作物の前

作用あるいは乾草用に適する。 

9～10 月 2～3 

ﾜｾｱｵﾊﾞ 早生 直立型。草丈は高いが茎数がやや少ない。越冬前の生育旺

盛。水田裏作向き。 

9～10 月 2～3 

ﾆｵｳﾀﾞﾁ 早生 倒伏にとても強い。乾物収量はﾜｾｱｵﾊﾞよりやや落ちる。冠さ

び病抵抗性が低い。 

9～10 月 2～3 

ｲﾅｽﾞﾏ 早生 株元からの倒伏に強く、再生力に優れ、葉量が多い。 9～10 月 2～4 

ﾅｶﾞﾊﾋｶﾘ 中生 ４倍体。直立型。耐寒性、越冬性に優れる。 9～11 月 2～4 

ﾀﾁﾑｼｬ 中生 直立型。多収性、耐倒伏性が非常に優れている大型品種。 9～10 月 2～4 

ｻﾂｷﾊﾞﾚ 中生 直立型。耐倒伏性に優れ、株元からの倒伏に強く、収穫ロス

が少ない。稈長が長く、乾物多収。 

9～10 月 2～5 

ﾀｷｲｼﾞｬｲｱﾝﾄ 晩生 ４倍体。ややほふく型で分げつが多い。刈取り後の再生良好 9～11 月 2～5 

 

 ②稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ） 

  稲ＷＣＳの収穫調整作業が始まる。良質な稲ＷＣＳを生産するため、収穫調整作業で

は次のポイントに注意する。 

  ア 収穫時期の把握 

   ＷＣＳ用稲自体のＴＤＮ含量は完熟期で高いが、生育が進むとモミの糞への排出率

が高まるため、ＴＤＮ収量が最大になるのは黄熟期である。モミの消化性と収穫時の

脱粒性を考慮すると、黄熟期（出穂後３０日頃）に収穫するのが最も適当である。 

熟期の判定は、出穂後の日数や穂の状態を目安（表２）とするが、稲の登熟は、高

温多照条件下では促進され、低温少照下では遅延するので、登熟期の気象経過に注意

する。 

  イ 収穫調整時の水分 

   水分が高い状態で調整した場合、酪酸が増え、ＶＢＮ（揮発性塩基態窒素、主にア

ンモニア）が高まり、品質が悪くなる傾向がある。 

   水分６５％以下での収穫調整を心掛ける。 
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表２ WCS 用稲の熟期の判定方法 

（「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」全国飼料増産協議会（平成２３年１月）より） 

熟期 出穂後の目安 黄化籾の割合 稲の状態 

乳熟期 10 日後 ０％ 穎は黄緑色で、穀粒は了力粗が存在し緑色。胚乳は乳状。 

糊熟期 10～25 日後 ０％ 穎は黄緑色で、穀粒は葉緑素が残っており、黄緑色。胚乳は糊

状。 

黄熟期 25～40 日後 50～75％ 穎は黄緑または褐色で、穀粒は葉緑素が消失した黄色。胚乳は

ロウ状。穀粒は爪で容易に破砕できる。 

完熟期 40～50 日後 95％ 穀物は乾燥して固くなり、爪で破砕できない。 

 

  ウ 梱包作業 

   専用収穫機や牧草収穫機の体系とも、乳酸発酵を促進するために材料中の空気を排

除し、形の良いロールを作ると同時にロールの梱包密度を高める。また、収穫する際、

土砂が材料に混入しないよう、高刈りをする。 

  エ 密封 

   梱包後は出来るだけ短時間で密封作業を行う。 

ラップフイルムの巻数の違いにより、その後のロールの保存性に大きく影響する。

一般的には、６層巻で完全に密封するが、収穫翌年の夏を超えるような長期保管では

８層巻以上が望ましい。 

  オ 乳酸菌添加 

   稲は茎が固く中空であるために空気が残りやすく、付着している微生物は好気性細

菌が多く乳酸菌数が非常に少ない。また、乳酸菌の発酵基質である糖含量が他の飼料

作物と比較しても少ないことから、そのままでは、乳酸発酵が進まず良質なサイレー

ジができない場合が多い。 

   良質なサイレージを調整するためには、収穫梱包時に乳酸菌を添加すると良い。 

  カ 保管 

   排水が良好で平坦な保管場所を選定し、ロールは縦置き２段積み程度で保管する。

また、ラップフイルムの小さなピンホールでもカビの発生等変敗の原因となるため、

防鳥ネットや網等で覆い鳥害を回避し、ラップの弛みや破損を発見したら速やかに補

修する。 

 

(2)養 蜂 

 ①スズメバチ対策 

  日本にはミツバチを捕食するスズメバチが６種類いて、特にオオスズメバチは夏から

秋にかけて集団で蜂群を襲う習性がある。攻撃をうけたセイヨウミツバチの群は半日で

全滅してしまうため、オオスズメバチが集団攻撃を行う前に、以下のような駆除対策を

実施する。 

  ・巣箱の上に市販の粘着シートを設置する。 

  ・スズメバチ捕獲器を設置する。 

  ・巣門に鉄線または網を張る。 

  ・毎日２、３回蜂場を見回りし、スズメバチの来襲があれば、速やかに板切れ等で叩

き落とすか、網で捕獲する。 
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写真 左：部分的に展葉が遅れたナシ  右：下位葉の 

（H23.5 美濃加茂市）    葉縁・先端が黒変 

 

専門項目に関する情報  

ナシ萎縮病について 
 

１ ナシ萎縮病とは 

(1)萎縮病の原因 

 以前はウイルス病と疑われていたが、平成２３年１０月に（独）果樹研究所と千葉県が、

材質腐朽菌の一種である Fomitiporia sp.（和名：チャアナタケモドキ）がナシ萎縮病の

原因菌と特定した。これはサルノコシカケの仲間で傘を作らず、枝幹上に張り付く形をと

る。キノコを作りにくい菌で、萎縮病と疑われる樹でこうしたキノコを見つけることはあ

まりない。発芽不良に加え、葉の奇形や材部の腐朽状況が萎縮病の診断ポイントとなる。 

 

(2)萎縮病の特徴 

 萎縮病の特徴を以下にあげる。 

・春先の展葉直後の葉の波打ちや小型化、葉縁の黒変、果実に奇形を引き起こす。  

・症状が激しくなると、主枝、樹全体の枯死に至る。 

・罹病樹の内部には材質腐朽が見られる。 

・品種別では「幸水」での発病が圧倒的に多いが、豊水・新水・二十世紀・長十郎

など多くの品種で発病がみられる。また、樹齢別では高齢樹に発生が多い（おお

よそ１５年生以上）。 

これまでナシの発芽不良について、いろいろな名称が使用されていたが、以下のとおり

整理されている（中村 2012）。 

萎縮症：葉の奇形を伴う萎縮症状を示すものを総称した表現。病害及び生理障害を含む。

できるだけ使用しない。 

萎縮病：病原である糸状菌によって萎縮症状を示す病害（萎縮症の１要因） 

眠り症：低温不足による環境要因によって起こる生理障害。使用しない方が望ましい。 

眠り病：眠り症あるいは萎縮病の別称となっており、混乱を招きやすい表現。使用しな

い。 

 幸水が全国各地に導入が進んで長年経過し、高齢樹が増加していることもあり、全国的

に萎縮病は問題となっている。 

 

２ 県内の萎縮病事例から 

(1)萎縮病の症状がある樹のサン

プリング 

 平成２３年５月、美濃加茂市山

之上地区のナシ生産者から萎縮病

の相談があった。２０年生の「長

寿」は、葉の展葉が遅れて、葉が

舟形で葉縁・先端部が黒変してお

り、萎縮病の症状を呈していた

（写真）。 
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1 ヶ月後には、葉の展葉は回復して外見上は異常がなかったが、伐採し材部の腐朽部分

の分布を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材部の腐朽部分は、主枝と亜主枝の分岐部（図のＡ,Ｂ）と主幹部全体（Ｃ）で確認で

きた。Ａ，Ｂ，Ｃはそれぞれつながっておらず、別々の部分から菌が侵入したものと推測

された。Ｃの部分は地際部に近いほど腐朽部分が大きくなり、地際部で最も大きかった。

（図１）これらの腐朽部分から菌を採取して、岐阜県農業技術センター環境部に菌の確認

を依頼した。 

 

(2)分離された菌について 

図１のＡから分離された糸状菌の一部については、平成 18 年に大垣市のナシ園で分離

された Fomitiporella 属菌（旧 Phellinus 属）と同じ菌が分離された。これは、前述した

Fomitiporia 属菌（旧 Phellinus 属）以外に萎縮病への関与が考えられている菌である。 

またＢの部分から分離された菌は、Fomitiporia 属菌、Fomitiporella 属菌とは異なる

ものであった。 

Ｃの部分からは、Fomitiporia 属菌が分離された。千葉県において接種試験により萎縮

症状が再現されて、初めて萎縮病原として確認された菌が、岐阜県においても確認された。 

以上の結果、調査樹の萎縮症状には主として Fomitiporia 属菌、Fomitiporella 属菌が

関与している可能性が高く、萎縮病であると考えられた。 

 

３ ナシ萎縮病の対策とこれから 

 材部の腐朽部分をみて、枝の分岐部分や地際部から病原菌が侵入した可能性が高いと考

えられた。せん定や誘引、草刈りなどで樹体にキズをつけない管理が重要となる。 

現在のところナシ萎縮病に対しては、腐朽部位の切除などの対応を行っているが、今後

早急に発病のメカニズムの解明や効果的な対策技術の確立が望まれる。 

 

（参考文献） 農研機構ナシ萎縮病（萎縮症）診断ワークショップ 資料 

千葉県 平成 23 年度病害虫発生予察特殊報第６号 

      平成 23 年度岐阜県農業技術センター試験成績書 

図１ 萎縮病症状のナシ樹の材部腐朽

状況（図の茶色部分が腐朽部分） 


